
高齢者の眼の健康
❶アイフレイルとは
人間が五感で得られる情報のうち8割を占めるのが目からの情報とい
われています。この大切な目に、加齢によって様々な不調や病気が生じ
てきます。例えば、40歳代も半ばになると、ほとんどの人が以前より見
えづらさを感じ出しますが、これは調節力の低下によるいわゆる老眼に
よるものが最も多く、眼鏡などの調整で対応していくことになります。
ただ、その中には、白内障や緑内障、加齢黄斑変性などの治療が必要な
疾患も含まれている可能性があります。また、視力には影響がなくても、

皮膚や眼瞼、結膜の張りがなくなり、眼表面を瞬目で清潔に保つ機能が落ち、免疫力が低下
することで、ドライアイや結膜炎などの眼表面疾患も増えて、目の不調を自覚することが多
くなります。これを、目の脆弱な状態すなわち、アイフレイルとよびます。

❷アイフレイル対策
この目の不調を歳のせいだから仕方が無いと片付けないで、眼科を受診し、早期に対策を
することで、目の健康寿命を伸ばすことが出来ます。
老眼は、適切な眼鏡作成で見えにくさを改善することが出来ますし、眼表面疾患、例えば
ドライアイや結膜炎、流涙症なども、適切な点眼をすることなどで、快適な日常生活を維持
することが出来ます。白内障は、現在の医療技術では比較的安全確実に手術により視機能を
回復させることができますし、視力が回復することでの、精神的、身体的な活動性の回復に
は目を見張るものがあります。高度な視機能障害へ進行する可能性のある緑内障、糖尿病網
膜症、加齢黄斑変性などの眼疾患に対しても、早期に治療介入することで、一定の視機能を
一生涯維持することも可能です。
一方、これらの疾患が進行して、視機能が低下すると、社会活動性の低下を招き、高齢者
の幸福度は低下し、認知症や高齢者うつなど、負の連鎖をもたらすため、包括的高齢者ケア
に眼科疾患は重要といえるでしょう。
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❸在宅での眼の管理
最近、眼科に通院していた高齢者が、何らかの理由で通院が困難になることをよく経験します。
白内障手術が済んでおり、その他の疾患に対しても治療介入し安定した状態であれば、通院が困
難でも、それほどの視機能の低下は生じないことが期待できます。それでも、うまく手指が使え
なくなってきたり、認知症が出てくると、正確な点眼が難しくなり、安定した状態が維持できな
くなってきます。眼表面の清潔な環境の維持も困難になってくることがあります。
これらに対して、家族や回りの人たちの果たす役割は重要です。点眼の状況を把握し、場
合によっては点眼の見守りや協力をする、目の周りを清潔にする、また、普段からの眼部の
状態の観察をして異常に早く気づけることなどで、眼を守ることが出来ます。

アイフレイルの症状


